
２ 竹島をめぐる最近の動き 

竹島問題 

１ 我が国の立場 

 竹島は，歴史的事実に照らしても国際法上も明らかに日本の固有の領土である 

という日本の立場は一貫しており，冷静に粘り強く対応していく。 

① 韓国海兵隊による戦略島しょ防衛司令部等創設計画への言及（平成29年10月19日） 
【概要】 
 ● 韓国海兵隊が計画している2018～20年までの竹島や鬱陵島などの島しょ地域を防衛する部隊の編成に関し， 
  10月19日，韓国国会の国政監査の際に，韓国海兵隊司令官は，中国，日本を含む周辺国の上陸戦力の増強に 
  言及しつつ，島しょ領有権紛争などに備えるためのものである旨言及。 
 ● 同日，韓国海兵隊司令部は以下を韓国メディア向けに説明。 
  ・島しょ防衛を任務とする「戦略島しょ防衛司令部」の創設を推進中。創設の時期・規模は不明。 
  ・鬱陵島しょ群防衛のための「鬱陵部隊」を創設。 
  ・鬱陵部隊は独島（ママ）防衛に専従するために編成しようとするものではない。 
【我が国の対応】 
  河野外務大臣及び長嶺駐韓大使を含む，様々なレベルで直ちに強く抗議した。 
 
 
② 米韓首脳晩餐会における「独島エビ」の提供（平成29年11月7日） 
【概要】 
 ● トランプ大統領の訪韓時に催された晩餐会において，「独島エビ」が供された。 
  （また，本晩餐会には，元慰安婦の李容洙（イ・ヨンス）氏を招待。） 
【我が国の対応】 
  晩餐会の事前及び事後に，河野外務大臣を含む様々なレベルで強く抗議した。 
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③ 韓国海軍による竹島防御訓練（平成29年12月28日～29日） 
【概要】 
 ● 海軍，空軍及び海洋警察による定例訓練。昨年６月に続き， 
  文在寅（ムン・ジェイン）政権で２回目の実施。 
 ● 海軍及び海洋警察の艦艇，空軍の航空機等が参加。 
【我が国の対応】 
  訓練の実施が報じられた直後，金杉アジア大洋州局長及び北川在韓国大使館公使から直ちに強く抗議すると 
 ともに，訓練の中止を求めた。 
 
 

３ 最近の韓国政府関係者等（肩書きは当時）による竹島上陸の状況 

◆２０１２年 
  ８月１０日 李明博（イ・ミョンバク）大統領 
  ８月１９日 孟亨奎（メン・ヒョンキュ）行政安全部長官， 
        李秉錫（イ・ビョンソク）国会副議長他 
 １０月２３日 劉承ミン（ユ・スンミン）韓国国会国防委員長， 
        他国防委員計１４名 
◆２０１３年 
  ６月 ５日 韓善教（ハン・ソンギョ）セヌリ党議員 
  ８月１３日 金ハンギル民主党代表，他民主党議員計２０人 
  ８月１４日 金乙東（キム・ウルドン）セヌリ党議員 

◆２０１４年 
  １月２９日 金寛容（キム・グァンヨン）慶尚北道知事 
◆２０１６年 
  ７月２５日 文在寅（ムン・ジェイン）「共に民主党」 
        前代表（非議員） 
  ８月１５日 羅卿ウォン（ナ・ギョンウォン）セヌリ党 
        議員率いる「国会独島訪問団」計１０人 
◆２０１７年 
  １月２５日 金寛容（キム・グァンヨン）慶尚北道知事 

 これらの上陸に対し，我が国から直ちに厳重な抗議を実施。 

2015年 5/14，11/5（計画のみで実施されず。） 

2016年 6/8，12/21 

2017年 6/15，12/28 

※ 最近の竹島防御訓練の実施状況 
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